
しまくとぅばを次世代へつなぐために
～ハワイの言語復興に学ぶ～

共催：沖縄県 文化観光スポーツ部 しまくとぅば普及推進室
国立大学法人琉球大学

１４:00～16:００ (1３時３０分開場)

会 場 琉球大学 文系講義棟114教室
定 員 １００名程度
参加費 無料
言 語 日本語

第１部 基調講演

「ハワイ州のハワイ語の言語復興の道のり」

ハワイ大学ヒロ校 ハワイ語学部 准教授 大原 由美子氏

第２部 パネルディスカッション

「沖縄のしまくとぅばの継承に向けた取組みを考える」

～ハワイ州のハワイ語の学校教育、アイヌ民族の学校での言語教育～

 司会進行 沖縄県 しまくとぅば普及推進室 比嘉 裕子

開会の挨拶

沖縄県 文化観光スポーツ部長 宮城 嗣吉

2/5〆切
ウェブ申し込み

琉球大学
教授 石原 昌英氏

しまくとぅば普及センター
センター長 狩俣繁久氏

札幌大学
教授 本田 優子氏

ハワイ大学ヒロ校
准教授 大原由美子氏



1４:00 開会の挨拶

1４:０５ 基調講演

1４:４５～
1５:４５

総合討論（ディスカッション）

15:４５ フロアー質疑応答

1５:５５ 閉会の挨拶

沖縄県では、消滅の危機にあるしまくとぅばを次世代へつなぐため、様々な取り組みを

実施しています。

その一環として、言語教育の先進的取り組みをしているハワイ州の事例などから学び、

県民とともに沖縄のしまくとぅばの普及と継承について考えるシンポジウムを開催します。

講師プロフィール

プログラム

ハワイ大学ヒロ校 ハワイ語学部 准教授
大原 由美子氏

琉球大学 教授 石原 昌英氏

アクセス

参加申込書 申し込〆切 ２月５日(月)

参加ご希望の方は、ウェブ、メール、電話またはFAXにて、下記申込書に必要事項を記載の上、事前にお申込みください。
申込先：株式会社サーベイリサーチセンター沖縄事務所

メール：src_okinawa@surece.co.jp  TEL：０９８-８６０-０６５２ FAX：０９８-８６０-０６５３

【事務局】沖縄県那覇市久茂地3‐21‐1 國場ビル９階 ㈱サーベイリサーチセンター沖縄事務所 TEL：098-860-0652 平日10時から18時

1959年高知市生まれ。
テキサス州立大学エルパソ校卒業、ハワイ大学マノア校に
て言語学を学び博士号を取得。２００４年からハワイ大学ヒ
ロ校で言語学を教えている。言語とアイデンティティ、言語
復興、言語イデオロギーについての研究、及び国内外で言
語復興の支援、協力に携わる。

1957年金沢市生まれ。北海道大学を卒業後、アイヌ民族が
集住する平取町二風谷に移り住む。11年間、萱野茂氏のアイ
ヌ語辞典編纂助手および二風谷アイヌ語教室子どもの部講
師を務める。
2005年、札幌大学着任。2010年、ウレシパ・プロジェクト創設。
2020年、札幌大学アイヌ文化教育研究センター長。

1958年 国頭村字奥生まれ。
琉球大学を卒業後、米国アリゾナ大学大学院で言語学を
学び、博士号を取得。1992年に琉球大学に採用され、
2000年に教授昇任。琉球諸語の再生・維持継承に関わ
る教育・研究に従事し、その関連でハワイ語をはじめとする
海外の少数言語の再生・維持継承にも関心がある。

しまくとぅばを次世代へつなぐために
～ハワイの言語復興に学ぶ～

札幌大学 教授 本田 優子氏

しまくとぅば普及センター
センター長 狩俣 繁久氏

1954年うるま市生まれ。
1990年４月琉球大学法文学部に採用され、2004年に教
授昇任。2016年国際沖縄研究所に配置換え。2020年定
年退職。2022年から沖縄県しまくとぅば普及センター長。
1974年に琉球大学に入学した翌年から琉球諸語の調査研
究、記録保存、普及継承に携わる。奄美大島、喜界島から
与那国島に至る琉球列島各地でのフィールドワークを行う。

「バス利用の場合」
■路線バス（「97」番線）、「琉大東口」バス停で徒歩5分
■路線バス（「98」番線）、「琉大北口駐車場」バス停で徒歩
14分
「車でお越しのお方」
駐車場あり

【会場】
文系講義棟114教室

【地図】 https://www.u-ryukyu.ac.jp/campus-map/

氏名(代表) 市町村名

職業
参加人数 大 人( 人) 大学生等 ( 人)

高校生( 人)

E-mail 電話番号(任意)

ウェブ申し込み


